
株式会社コネクトドット。ToT: Tag of Things ものタグアプリ
本日は、ものタグアプリの説明をさせて頂く機会を頂き、ありがとうございます。
FCS (Fashion Coordinate Support) アプリに続き、昨年末、ものタグアプリをリリースしま
した。
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1. 基本機能
まず、ものタグアプリの基本機能の説明をいたします。
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1.1 ものタグアプリの最小機能
このスライドは、ICタグをスマホにかざして、登録されている情報を表示（音声読み上
げ）する様子を示しています。
上段は衣服を管理するFCSアプリでの「NFCタッチ」機能の様子を表しています。
下段は、ものタグアプリでの「スキャン機能」の様子を表しています。

ものタグアプリの、この最小機能は、タグを読むだけですから、自身のタグをサーバに
登録する必要がないため、タグの所有者情報を管理するためのFCSコードを取得しなく
ても使えます。
（アプリをダウンロードするだけで、すぐ使えます）
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1.2 ものタグアプリの基本機能
ものタグアプリは、ICタグをスマホにかざして、
①そのICタグに登録された情報を読む。（音声録音されたタグなら、音声を再生する）
②そのICタグに音声を録音する。
③そのICタグに情報を登録する
といった３つの基本機能を呼び出します。

この基本機能は、スタート画面にメニューとして表示され、ダブルタップすることによっ
て呼び出すことができます。
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1.3 スキャン機能の自動起動
ICタグのスキャン (登録内容を読み上げる）機能には、ものタグアプリ起動後、自動的
に遷移するようになっています。

スキャン機能は、最もよく使われる機能なので、その機能を呼び出すスマホ操作を最
小限にして、使いやすくしています。
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1.4 ICタグの種類
現在、次の４種類のタグを揃えています。
①衣類取り付け用NFCタグ
②シールタイプNFCタグ
③クリップ付き小サイズNFCタグ（直径2.5センチ）
④クリップ付き大サイズNFCタグ（直径3.5センチ）
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1.5 クリップ付きタグとちょい録
ちょい録機能は、短いメッセージ（音声）を録音する機能です。
手がふさがって、iPhoneの操作が十分にできない場面での情報登録を想定しています。

音声レベルを計測しながら録音開始と終了・確認再生を自動で判断しているので、
iPhoneの指での操作を大幅に減らしています。

例えば、買い物のシーンを考えてみます。全く同じ形状のパッケージのものがたくさん
あります。

商品にクリップ付きタグを付けて、ちょい録機能で商品名を記録しておけば、家に持ち
帰った時、間違えなく商品の仕分けができます。
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2. 拡張機能
基本機能に加え、タグの情報を整理・複製する機能を用意しました。
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2.01 プライバシーレベル
ものタグアプリでは、登録情報の公開範囲を設定できます。

自分の持ち物だけでなく、他人に渡す物に説明文を登録したタグを付けて渡すこともで
きます。
プライバシーレベルは次の４段階の設定が可能です。
①完全私的。

あなただけが閲覧可能なデータです。データはアプリ内にのみ保存され、サーバへの
アップも行われません。
②私的。
あなただけが閲覧可能なデータです。データはサーバにアップします。
③公開。
タグをスキャンした全ての人が閲覧可能なデータです。
④譲渡可。

一度使用したタグを、他のユーザに譲ることができます。相手がタグデータを登録した
時点で、元のデータは削除され、所有権が譲渡されます。
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2.02 個人情報はCAPサーバで管理

公的な空間にタグを配置して誰でも読めるようにすることは、視覚障害者が広範な情
報を得ることは、視覚障害者の積極的な社会参加を促進することができます。しかしな
がら、フェイク情報を拡散することにもつながります。
そこで、ものタグアプリでは、タグの所有者を特定するためにFCSコードを発行して、情
報源を明確にするようにしています。
FCSコードに紐づける個人情報は、CAP(Control of Administration into Privacy)サーバ
【特許出願済】で管理しており、個人情報漏洩のリスクを最小限に抑えています。
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2.03 [公開][譲渡可]による情報伝達
このスライドは、プライバシーレベルの「譲渡可」の効果について説明しています。
例えば、弊社で販売している衣類取り付け用NFCタグを郵送する封筒には、譲渡可の
シールタイプNFCタグが貼り付けてあります。このシールタイプNFCタグをものタグアプリ

でスキャンすれば、封筒を開封しなくても中身を確認でき、開封後、そのタグの内容を
書き換えて、その封筒で他のものを管理することができます。
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2.05 タグ種別
ものタグアプリが扱うタグには、登録する内容に応じて次の２種類があります。
①ものタグ。
物に付けるタイプのタグ種別です。
②収納タグ。

物の収納やジャンルに分類分けに利用するタイプのタグ種別です。収納タグとして登
録された「タグ名」は、タグを登録する時の「収納先」の候補として「収納先選択画面」に
表示されます。
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2.06 収納タグによる収納場所管理
このスライドは、CDに物タグを貼り、CDケースに収納タグを貼ることによって、CDケース
内に収納するCDを管理する様子を示しています。
各CDに貼った物タグの収納先には、収納タグを貼ったケースの名前「ケース１」が登録
されており、ケース１の収納タグにiPhoneをかざすと、ケース１に収納されているCDの
名前一覧が表示されます。
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2.07 収納タグによるデータ階層化
収納タグを収納場所だけではなく、分類名としても使うことができます。
例えば、歌手の名前を収納タグに登録し、その歌手のCDに付けた物タグの「収納先」
に歌手名を登録します。
歌手名の収納タグをスキャンすれば、その歌手が出したCDの一覧が表示されます。

収納先には、複数の収納タグの名前を登録できるので、収納場所、歌手名で別々に分
類することができます。
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2.08 収納タグによるカタログ化
収納タグの下に別の収納タグを位置づけることもできます。
これを使うと、物を階層的に整理することが出来ます。
例えば、「用具・機器一覧」のカタログを作ることができます。

「用具・機器一覧」収納タグの下に、「点字・点訳関連グッズ」、「筆記グッズ」等の収納
タグを位置づけます。

更に、「点字・点訳関連グッズ」収納タグの下に、「点字器」、「その他点字関連商品」等
の収納タグを位置づけます。

「点訳学習７点セット」は「その他の点字関連商品」に分類されているので、「点訳学習
７点セット」物タグの収納先に「その他の点字点訳関連商品」を登録します。
このようにすれば、用具機器の音声カタログが出来上がります。
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2.09 タグ履歴による情報伝達(1)

ものタグアプリのその他機能として「タグ履歴」機能があります。
これは、スキャンしたタグのIDを覚えておく機能で、「タグ履歴一覧」メニューからそのタ
グIDを呼び出すことができます。
例えば、情報教育センターに来所されたユーザ様が、先述の「点字学習7点セット」もの

タグをスキャンした時、タグ内容表示画面の「タグ履歴に追加」ボタンをダブルタップし
て、そのタグIDを履歴に追加します。
帰宅後、「タグ履歴一覧」メニューから「点字学習7点セット」を選択し、その内容を確認
できます。
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2.10 タグ履歴による情報伝達(2)

収納タグによって、情報が階層化されている場合、上位のタグのIDを履歴として覚える
と、そのタグIDから順次、下の階層に辿っていくことができます。

例えば、「用具・機器一覧」収納タグを履歴に追加すれば、「用具・機器一覧」カタログ
全部を持ち帰ることになります。
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2.11 タグ履歴による情報伝達(3)

収納タグによる階層化とタグ履歴を使うと、展示会等の音声パンフレットを配布するこ
とと同じことができます。

出展者ブースの紹介をものタグで登録し、会場別、団体別、展示商品別等の情報を収
納タグとして登録すれば、階層構造のパンフレットが出来上がります。受付のところで、
この階層のトップ（このスライドでは「XX展示会」というタグ）をスキャンして、履歴に追加
すれば、パンフレットを持ち帰ることになります。

もちろん、各展示ブースに紹介する物タグを貼り付けておけば、そのブースに来たユー
ザがそのタグをスキャンして展示内容を確認することもできます。
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2.13 多言語 Voice Over 対応
ものタグアプリは、iPhoneの使用言語設定に応じて表示言語が自動的に変化するよう
になっています。
海外のiPhoneユーザは、普段使っている言語でメニューや操作手順を理解する事がで

き、すぐにものタグアプリを使うことができるので、各言語で表現されたコンテンツ（伝え
たい事）を用意すればよい。

18



3.福祉用具
弊社の福祉用具に対する考え方を説明します。
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3.1 福祉用具

福祉用具とは、障害者の生活・学習・就労と、高齢者、傷病者の生活や介護、介助の
支援のための用具・機器のことであり、福祉機器ともいいます。
WHOのICFというモデルでは、心身機能を補うだけでなく、補われた機能を使って社会
との関わりを回復するため、社会参加を促進する要素を含むべし、としています。

弊社は、心身機能を補うための環境因子としてのアプリを提供するに留まらず、社会
的背景も整備し、社会参加も促進させる福祉用具を提供していきたいと考えています。
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3.2福祉用具としてのToT

ICタグがばらまかれた社会空間を作れば、その情報に興味を持つ人の行動範囲が広
がり、ToT（Tag of Things： ものについたタグ）を話題として、コミュニケーションにも拍車
がかかり、障害者にとっても社会はもっと豊かなものになると考えています。
是非とも、よろしくお願いします。
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4.ユーザの声から生まれた機能

ものタグアプリ初期リリースから、多くの方々に利用して頂き、たくさんのご意見を頂き
ました。
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4.1利用シーンから生まれたタグ形状

ものタグアプリ初期リリースから、多くの方々に利用して頂き、たくさんのご意見を頂き
ました。

利用シーンについてのご意見は、タグの形状や扱いやすさの検討を経て、販売するタ
グを決めるのに役立ちました。
衣類取り付け用NFCタグは、弊社FCSアプリの利用者様よりご意見を頂き、このサイズ、

形状になりました。特に、衣服への装着方法として、縫い付けるのは困難であるため、
シールや布用接着剤を模索し、実験を重ね強度を確認した結果、現在販売しているも
のとなりました。
シールタイプNFCタグは、オーソドックスなタイプですが、主にコスト面から決まりました。
クリップ付きNFCタグは、貼り付けるのではなく、一時的に覚えておく時のためにこの形

状となりました。買い物の時の商品、特に冷凍食品、の目印としての要望から生まれま
した。その後、残り物をタッパーに入れて冷蔵庫に保存する時に目印に、というアイデ
アもいただきました。
キーリング付きNFCタグは、分別用ごみ袋に目印を付けたいがかさばらないタグは無い
か、という要望から生まれました。
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4.2利用シーンとタグ利用、（ガイドヘルパ―さんとの日程確認）

ヘルパーさんに来てもらう日程を紙でもらって、お母さんにカレンダに印をつけてもらっ
ている。ヘルパーさんに直接タグに書き込んでもらって日程管理をしたい、という利用
方法を考えられたユーザさんがいました。

24



4.2.1 ガイドヘルパーさんにタグを渡し日程を記入してもらう

まず、キーリング付タグをヘルパーさんに渡し、紙に書かれた情報をそのタグに登録し
てもらいます。
ヘルパーさんのiPhoneで登録してもらうので、そのタグの所有者はヘルパーさんになり
ますが、プライバシーレベルを「公開」に設定してもらいます。
ヘルパーさんからタグを返してもらい、AさんのiPhoneでスキャンしてみます。プライバ
シーレベルが「公開」になっているのでAさんのiPhoneで読めることが確認できます。
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4.2.2 ガイドヘルパーさんは「所有タグ一覧」で日程を記入してもらう
さて、Aさんに返したタグの所有者はヘルパーさんなので、ヘルパーさんのiPhoneで
「所有タグ一覧」メニューからデータを編集することができます。
次回以降は、ヘルパーさんが自身のiPhoneでこのタグに日程を書き込むことができ、
書き込まれたデータはAさんのiPhoneでタグをスキャンして日程を確認することができ
ます。
最後にヘルパーさんからタグを返してもらう時は、ヘルパーさんのiPhoneの「所有タグ
一覧」で、そのタグのプライバシーレベルを「譲渡可」に設定し、AさんのiPhoneでそのタ
グに情報を書き込むと、所有者がAさんに移行し、タグの返却が完了します。
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4.3 ユーザの声から生まれた機能

ものタグアプリは、リリース直後から問い合わせがあり、３か月で１００人程のユーザ登
録を頂きました。モニタを募って、弊社の利用シナリオに従って使って頂き、アンケート
を取らせて頂く、という手順を取る暇もなかったのですが、幸いにも、実際のユーザ様
より本当に生の声を頂けることになりました。
ここでは、４つのご意見から生まれた新機能を紹介させて頂きます。

一つ目は、弱視の方から様々な意見を頂き、文字サイズや色使いについて改良を重
ねたことです。
これは、現在も改良途中であり、更にご意見を頂きたいところです。
二つ目は、「長い文章をVoiceOverで一気に読み上げても、理解が難しい」ということで
す。
VoiceOverのローターを使えば、１行単位で読み上げることが出来るのですが、ロー

ターの使い方が難しいこともあって、もっと簡単に１行単位で読み上げる画面を追加開
発しました。

３つ目は、もっともよく使うであろう「スキャン開始」機能をアプリ起動後に呼び出すよう
になっているのですが、他の機能（時にちょい録機能）を呼び出すためには、「スキャン
開始機能」をキャンセルしてから他の機能を呼び出さなければいけない、との意見です。
iPhoneには、Siriのショートカットという機能があり、音声で直接その機能を呼び出せる
ようになっています。ものタグアプリをSiriショートカット対応にして、「ちょい録」など声で
直接呼び出せるようにしました。
４つ目は、続けてタグを読み取りたい時がある。例えば、書籍にタグを貼り、どの書類
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だっかか？と探す時がある。この時、ものタグアプリでは、書籍名を読み上げるのでそ
れを聞き確認することになるが、「これではない」「次の書籍のタグをスキャンする」という
ことを繰り返すことになる。「戻る」、「再スキャン」ボタンを押せば次のスキャンができる
が、タグをスキャンする時のiPhoneの持ち方と、「再スキャン」ボタンを押す時の持ち方と
変えなければならないので、面倒だということでした。
そこで、シェイクジェスチャを使うことにしました。iPhoneをシェイク（振る）ことによって、
「再スキャン」を呼び出すというものです。
このように、ものタグアプリは皆様の意見により、より使いやすくなっていきます。
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5.まとめ
最後にまとめと今後の展開について説明します。
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5.1 まとめ
ものタグアプリは、身の回りのものを識別するためのアプリとしてリリースしました。

その後、他者へもその内容を伝えたいことがあるのでは、ということで、セキュリティレ
ベルや収納タグという概念を取り入れ、コミュニケーションツールとして発展させる試み
をしています。

セキュリティレベルで、情報の公開範囲を設定でき、収納タグで情報を階層的に整理で
きます。

コミュニケーションツールして考えた時、物の管理以上に、いろんな使い方が想定でき
ます。

是非、皆さんのご意見、アイデアを頂き、ものタグアプリを発展させていきたいと考えて
います。
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5.2 ユーザの声から生まれた機能
ものタグアプリの今後の展開について説明します。
至る所にICタグがあり、タグをスキャンすると、情報が得られる環境を想定し、ものタグ
アプリが情報伝達基盤となり得ることを実証していきます。
また、iPhoneユーザだけでなく、Androidユーザにも使っていただけるようにします。

ものタグアプリは、既に多言語対応にはなっていますが、メッセージや画面表示を各国
語に翻訳する必要があります。この翻訳を勧め、海外展開をはかっていくことを考えて
います。
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